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1．はじめに
　2001年度に経営学部に新設されたビジネスコミュニケーション学科（以
下BC学科と略す）は、ビジネスの世界における英語の必要度を重視し、
経営学部の学科としては珍しいほどに英語教育に力点をおいている。特に、
2年次後期に3－4ヶ月にわたる英語圏への語学留学を学科生全員に対し
て義務づけていることは本学科の大きな特徴である。この留学制度を含む
BC学科の英語カリキュラムは以下に示すとおり3つに分かれており、本
学における英語必修科目の大部分は円滑な留学を可能にさせるべくその準
備期間である第1期に配当されている。
留学前の第1期：（1年次前期・1年次後期・2年次前期）
留学中の第2期：（2年次後期）
留学後の第3期：（3年次前期・3年次後期・4年次前期・4年次後期）
　また、この学科ではより一層の英語学習に対する動機づけのために
TOEICの受験も義務づけている。入学時点における英語習熟度に応じて
TOEICでの取得目標点を設定し、3年次終了時点までにそれぞれの目標
値に到達するように指導している。この3回のテストの実施時期と目標得
点は次に示すとおりである。
TOEIC　Institutional　Program（以下IPと略す）テスト実施時期
（第1回）1年次6月
（第2回）2年次1月
（第3回）3年次1月
3年次1月までの取得目標得点
（入学時に実施される習熟度テストで基礎レベルと判定された学生）　470点
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（入学時に実施される習熟度テストで中級（下）レベルと判定された学生）
（入学時に実施される習熟度テストで中級（上）レベルと判定された学生）
600点
730点
（＊習熟度の測定には、本調査での被験者になる2001年度生に対してディ
クテーションを開いた。）
　上記3回のIPテストの受験は必須であるが、BC学科の半数近くの学生
は他学年の学生のために実施するIPテストも受験しており、さらに意欲的
な学生は公開テストも自発的に受験している。
2．調査の目的
　本調査では2001年6月から2003年6月までにBC学科が依頼・実施した
4回のTOEIC　IPテストの結果を詳しく見ていくことで「英語コミュニケー
ション能力の習得」を教育目標のひとつに掲げているBC学科の英語カリ
キュラムがどの程度教育効果をあげているかを測定していく。教育効果の
測定に際しては、BC学科が英語習熟度によるクラス編成を行っていると
ことと留学先の英語講座が6プログラムのうちから1つを選択するように
なっていることに注目し、留学前の教育効果に在籍クラスによる差が見ら
れるか、また留学期間の教育効果に留学先別の差は見られるのかも検証し、
今後のカリキュラム改定や留学先選定の資料としていきたい。
　また、4回のIPテストすべてを受験した「意欲的な学生」のスコアを、必
須である2回のIPテストのみを受験した学生のスコアと比較しこれら2グ
ループの間に何らかの特徴的な差が見られるかも確認したい。
　2001年6月のIPテストではBC学科生の得点の61％がリスニングセクショ
ンでの正解によるものであり、TOEICの公開テスト受験者の同セクショ
ンでの得点率55％と比べて6％の差が見られたが、受験回数を重ねること
でリスニングとリーディングセクションでの得点の比率に何らかの変化が
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見られるかどうかも調べたい。
　さらに、全95名のうち7名の学生が2003年1月のIPテスト直前に約10時
間の「TOEIC対策集中講座」を受講したがこれらの学生のスコアがほか
の学生と比較してどのように異なったかを調べることで、直前指導の有効
性についての手がかりをえたい。
3．調査の方法
3．1．被験者
　本調査の被験者は2001年の4月BC学科が新設されたときに入学した
1期生のうち、2002年度秋学期に本学が推奨する英語圏の大学付属の集中
英語講座に3－4ヶ月参加した95名とする。男女別内訳は男子学生48名、
女子学生47名であった。
3．2．利用データ
　本学BC学科の学生を対象に実施した4回のTOEIC　IPテストの結果を主
材料として利用する。実施時期と受験者数は以下の通りである。
実施時期 受験者数
2001年6月（第1回）95名
2002年6月（第2回） 45名
2003年1月（第3回） 95名
2003年6月（第4回） 43名
　被験者全員の95名が受験したのは2001年6月と2003年1月の2回である
が、これらは留学前と留学中の学習がどのくらい効果があったのかを測定
するため全員に受験を義務付けているテストである。一方、その他2回の
テストについては、受験を希望する学生のみが受験したため、受験者数は
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全体の半数弱にとどまった。
　また、BC学科の学生のテスト結果以外にはTOEIC運営委員会が発行し
ている各種データも比較のために本調査では利用した。
3．3．調査の方法
　前述した4回のテストの平均値を比較することでBC学科の英語カリキュ
ラムの教育効果測定を行った。また、4回すべて受験した意欲的な学生の
グループの各テストにおける平均値の変化に注目し各期間における平均値
を必須の2回のみを受験した学生のそれと比較しどのような違いが見られ
るか考察する。
比較したIPテスト 対象となる被験者数
教育効果測定対象の
期間や調査の目的
1 （第1回）と（第2回） 45名 留学前
2（第2回）と（第3回） 45名 留学中
3（第3回）と（第4回） 43名 　　　　留学後（ただし3年次前期のみ）
4 （第1回）と（第3回） 95名 留学前と留学中
5（第1回）、（第2回）（第3回）、（第4回） 29名 留学前、留学中、留学後（ただし3年次前期のみ）
6（第1回）と（第3回） 7名 （約10時間の）直前指導
4．結果と考察
4．1．2001年6月（第1回）と2002年6月（第2回）TOEIC　IPテストの
　　　結果比較
　受験が任意であった第2回のIPテストを受験した45名のBC学科生の得
点を第1回の得点と比較することにより、留学前に本学で行われている英
語カリキュラムがどのように得点の変化に反映されているかを調べてみた。
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その際、習熟度別にクラスが編成され指導が行われているためクラスごと
の平均値の比較をおこなった。（各クラスは習熟度の高い順に1から6の
番号になっている。）結果は表1の通りであった。
表1留学前の本学における教育効果（クラス別）
クラス 1 2 3 4 5 6 全体
学生数 15 7 8 6 7 2 45
第1回テストリスニング 242．7221．4211．3 180179．3202．5213．8
第1回テストリーディング 177．7 125141．3110．8109．3117．5140．8
第1回テスト合計 420．3346．4352．5290．8288．6 320364．6
第2回テストリスニング 298284．3254．4213．3201．4 235 259
第2回テストリーディング 211．3152．9166．9146．7127．1117．5168．4
第2回テスト合計 509．3437．1421．3 360328．6352．54274
リスニングの上昇 55．362．943．1 33．322．1 32．545．2
リーディングの上昇 33．627．925．635．917．8 0 27．6
合計の上昇 89 90．768．869．2 40 32．572．8
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グラフ1　留学前の得点上昇の平均値比較（クラス別）
??????
1　　2　　3　　4　　5　　6
　　　　　クラス
ロリーディングセクションで
　の上昇平均値
圏リスニングセクションでの
　上昇平均値
　まず、第2回のIPテストを受験した学生数を在籍クラス別に見ると、習
熟度の1番高いクラスの学生が多く受験しており、その一方で習熟度の
1番低いクラスの学生が極めて少ないことが読み取れる。そのほかの4ク
ラスには多少のばらつきはあるものの1組と6組の受験者数のように顕著
な差は見られなかった。このことはBC学科1期生では入学時点での英語
習熟度で最上位のクラスに配置された学生は第1回のIPテストの得点も相
対的に高かったため、更なる学習の動機付けがおこなわれた等の結果、留
学前の段階での学習が促進され、自分の英語コミュニケーション能力の測
定に積極的になったからなどが理由として考えられそうである。
　さて、この2回のテストの点数を比較することによって、留学前に本学で
おこなった英語の授業がどの程度学生達の英語コミュニケーション能力の
向上に役立ったかが見えてくる。数値に差は見られるものの、どのクラス
の学生も合計値が上昇した。このことは全体的に見た場合、留学前の英語
カリキュラムがTOEICのスコアアップに効果的であったことを示してい
る。
　しかし、クラス別の合計得点の上昇値を見ると、5組と6組の2クラス
においては40点、32．5点となっており、TOEIC　CEPC　Servicesの英語研
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修報告（2003）を参考にした場合「Obvious　Progress」と判定される
50点の伸びに到達していない。これにはいくつかの理由が考えられる。一
つにはTOEICの問題の難易度である。実用英語検定試験（英検）と異なり、
受験者のレベルに合わせて複数のタイプの問題が用意されるわけではない
TOEICテストでは習熟度の高くないこれら2クラスの学生には問題が難
しすぎた可能性がある。TOEIC運営委員会でもTOEICで470点を超えない
人たちのためにTOEICBridgeテストを開発したことからもわかるが、基
礎英語の習得ができていない学生層にはTOEICの受験を要求すること自
体みなおさなければいけないかもしれない。留学前のBC学科の英語カリ
キュラムは基礎英語力充実を目指していることからも今後入学してくる学
生にもTOEICの受験を継続して課していくなら少なくともどのクラスの
学生にも1年間で「Obvious　Progress」とされる50点を上げさせる指導
方法を考えていかねばならない。
　表1の上昇値をグラフ化したグラフ1はまた、習熟度の高いクラスの学
生のほうがIPテストでの得点の上昇幅が大きいことも示している。BC学
科では1年次に英語H（英文法）と英語皿（Reading）のクラスを習熟度
順に2クラスずつ合併して授業をしているが、1・2組の上昇値が約90点、
3・4組が70点弱、5・6組が40点以下という結果からも留学前の本学に
おける英語教育が入学時点の習熟度の高い学生により効果的であることを
示す結果となった。
　リスニングセクションとリーディングセクションの比率にも注目してみ
た。すると、6組のリスニング対リーディングの比率が63：37から67：33
へ、4組の比率が62：38から59：41へ変化が見られた。6組ではリスニン
グの指導がある程度の効果をもたらした一方でリーディングセクションで
の得点上昇がまったく見られなかった。留学前の指導がTOEICのリーディ
ングセクションの得点にまったく反映されなかったわけで今後の指導やカ
リキュラム改正の際非常に注意しなければならない点を示唆してくれた。
また、4組のリーディングセクションにおける得点の上昇が6クラス中で
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1番高かったのだが、これという原因が見えないので更なる調査を行なう
予定である。
4．2．2002年6月（第2回）と2003年1月（第3回）TOEIC　IPテスト
　　　の結果比較
　受験が任意であった第2回のIPテストと受験した45名の学生の得点を留
学後の第3回テストの得点と比較することで留学先での学習がTOEICの
得点にどのように影響するかについて調べた。その際、留学先がアメリカ
とカナダにある6大学の集中英語講座に分かれているため参加したプログ
ラムごとの学生の得点に注目した。BC学科一期生たちの留学先選定にあ
たっては、日本からのアクセスが比較的良いこと、安全面で良好であるこ
と、参加費用が高すぎないこと、日本人留学生の受け入れ経験が豊富であ
ることなどを考慮したのだが、今後もBC学科では英語コミュニケーショ
ン能力の向上を目的としTOEICテストでその能力測定をおこなっていく
ならば、留学先の再選定をおこなうことも視野に入れて結果の考察する必
要がありそうである。
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表2　留学期間中の教育効果（留学先別）
留学先大学 HSUBCHPUvicOSUTCC
人　　　数 18 4 4 12 3 4
2001年6月リスニングセク
ションの平均点
伽1年朋りこ亨7’ジゲセ
クションの平均点
284．7
????
231．3
143．8
240
168．8
246．7
160
20L7
146．7
270
130
2001年6月の
合計得点の平均値 476．4 375408．8406．7348．3 400
2002年6月リスニングセク
ションの平鞄哀、、
’2石σ眸崩リーデ7’渉モ’甲F
クションの平均点
330．6
228．6
297．5
155
296．3
162．5
282．1
167．5
236．7
146．7
263．8
158．8
2001年6月の
合計得点の平均値 559．2452．5458．8449．6383．3422．5
リスニングセクションでの
．場平掬値…．．．……一．．．．．．．…一．．．．．．＿
リーディングセクションで
の上昇平均値
45．9
36．9
66．2
11．2
56．3
－6．3
35．4
7．5
35
0
一6．2
28．8
合計得点での上昇平均値 32．877．5 50 42．9 35 22．5
グラフ2　留学期間中の得点上昇の平均値比較（留学先別）
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　0
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ロリーディングセクションで
　の上昇平均値
麗リスニングセクションでの
　上昇平均値
HSU　UBC　HPU　Uvic　OSU　TCC
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　留学前と留学後のIPテストの合計得点比較では次にあげる順に高い教育
効果をもたらしたことがわかる：Hsu、uBc、HPu、U▽ic、osu、
TCC。しかし、単純に結論付けることは不適当である。なぜなら、留学
後もっともIPテストでの得点の上昇につながったHSUの講座は4ヶ月間
であったのに対し、その他のプログラムは約3ヶ月間であるなどすべての
条件が同じというわけではないからである。たとえば、4．1．で述べたよ
うに入学時点での英語習熟度の高い学生であればあるほどTOEICの得点
の上昇値が高かったわけであるが、HSUを留学先に選んだ23人のうち約
半数に当たる11人が習熟度の高い1・2組の学生であったことも関係して
いる可能性が高いと思われるからである。
　それでも、このデータはいくつかのことをわれわれに知らしめてくれる。
ひとつは、HSUとTCC以外のプログラムに参加した学生のIPテストでの
リーディングセクションでの得点の伸びがあまりなかったり、まったくな
かったり、あるいは下がってしまった点である。とくにHPUの講座はリ
スニングとスピーキングに特化した内容になっており、ワークショップと
いう形態でリーディングの指導をしてもらったがTOEICのリーディング
セクションヘのプラスの波及効果は見られなかった。
　学生のTOEICの得点を上昇させることを教育目標の一っに掲げていく
のならば長期的にはリスニングとリーディングの両セクションでバランス
の取れた伸びが必要となるので、留学先プログラムに対して指導内容の要
望を伝え改善してもらえる余地がある場合はそうしていくことが望ましい
と思われる。ちなみに、HSUプログラム参加者のリスニングとリーディ
ングセクションの伸びに注目すると55：45というTOEIC公開テストの受
験者型の数値が得られた。バランスの取れた英語コミュニケーション能力
の向上にはきわめて適したプログラムになっているようである。
　しかし、視点を変えてみるとそれぞれのプログラムそのままの有効活用
法も見えてくる。たとえば、リスニングカを集中的に伸ばしたいと思う学
生にはHSUよりもあえて、UBCかHPUへの参加を勧めることでその目的
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達成への近道を示すことができそうだからである。1期生たちの留学先選
定の基準はその多くが費用と留学期間の2項目であったが、この調査結果
を学生にも開示していくことでそれぞれの学生の二一ズによりふさわしい
プログラム選定の助けとなりえると思う。
4．3．2003年1月（第3回）と2003年6月（第4回）TOEIC　IPテスト
　　　の結果比較
　留学後に実施された第3回目のIPテストの結果を、3年次の1学期半ば
におこなわれたIPテストの結果と比較することで留学後の本学における英
語教育の効果を測定しこの時期のカリキュラムがどのように機能している
かを計った。まず、その結果を表にしてみる。
表3　留学後から3年次前期半ばまでの教育効果
2003年1月2003年6月得点上昇値
リスニングセクションの得点の平均 274．5 300．5 26
リーディングセクションの得点の平均 173．5 175．5 2
合計点の平均 448 476 28
グラフ3　留学後3年次前期半ばまでの得点の推移
500
400
300
200
100
　0
2003年1月 2003年6月
ロリーディングセクションの得点の平均
翻リスニングセクションの得点の平均
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　この表とグラフから読み取れることは、留学後の合計点の上昇値平均が
28点であり、その内訳はリスニングがプラス26点、リーディングがわずか
プラス2点にとどまっていたことである。第4回目の受験は任意なので
95名中で受験した学生は43名であったが、第2回のIPテスト同様、相対的
に意欲のある学生が受験した結果である。確かに、留学を終えて帰国した
後4ヶ月近く英語の授業を受けない期間があったことと英語学習を再開し
てわずか2ヶ月程度しか経っていなかったこともあるが、仮に留学に参加
した95名全員が第4回目のテストを受験していたら上昇値はさらに低かっ
た可能性もある。特に、リーディングセクションでの伸びが2点しかなかっ
たことは、リーディングカの点で公開テスト受験者に見劣りをするBC学
科生には非常に大きな問題である。
　また、43名の受験者の個人別データを見てみると約35％にあたる15名が
第3回テストの合計得点を下回っていた。原因として考えられることは留
学後に急激に英語配当科目が減るカリキュラム編成になっていることや、
留学を境に英語学習に対するモチベーションが下がってしまうことが考え
られる。これから効果的な学習がおこなわれないと2004年1月に予定され
ている第5回のIPテストでの結果は悲惨なものになってしまう可能性があ
る。帰国後の学生に対する指導と3年次以降の英語カリキュラムの見直し
の必要が急務である。
4．4．2001年6月（第1回）と2003年1月（第3回）TOEIC　IPテスト
　　　の結果比較
　ここで比べる2回のテスト結果の比較がここまでおこなった比較と一番
大きく異なる点は受験者の数である。ここまでの比較はどちらか一方のテ
ストが必須でなく任意受験の形態をとっていたためBC学科生全員のデー
タが反映されなかった。もちろんそれはそれで意味を持つものであるが今
回の比較では2002年後期に留学プログラムに参加した95名全体のデータが
含まれている。まず、データを示してみる。
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表4　留学前の本学における指導と留学期間中を合わせた教育効果
2001年6月2003年1月得　点　の上昇平均値
リスニングセクション平均点 192．2 267．5 75．3
リーディングセクション平均点 121．4 162．5 41．1
合計得点の平均値 313．6 430 116．4
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　ここでの教育効果測定は留学前の本学における指導と留学期間中の教育
をひとつにまとめておこなうものである。いいかえれば、BC学科入学後
から2年次終了時点の約2年間の間の学習の結果ともいえよう。この期間
に、合計得点の平均が313．6点から430点へと1164点上昇した。2002
DATA＆ANALYSIS（TOEIC運営委員会）によるとIPテストの所属学
校別平均スコアが「大学」の場合419点であることから入学時点のスコア
は平均値を100点以上も下回っていた反面、留学後の数値は全国の大学生
の平均値をも上回る結果となった。
　同資料によると平均的受験者の419点の内訳はリスニング235点、リーディ
ング184点でその比率は56：44となっており公開テストの比率55：45と近
似である。これに対して本学の受験者のリスニング：リーディング比率は
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第1回IPテストが61：39、第3回テストが62：38となっている。第3回テ
ストの得点で見てもリスニングでは全国平均を32．5点上回っている反面、
リーディングでは21．5点下回っていることがわかった。BC学科一期生た
ちは留学前に英語を母国語とする教員の指導をかなり受けていることと英
語圏への留学経験がリスニングカの向上に貢献したと考えられる。その一
方、リーディングのスコアを第1回テストと第3回テストで比較してみて
も41．1点上昇しているものの2年間の学習期間を考えると十分とはいえな
い。少なくてもIPテストのリーディングセクションでの全国平均値である
，184点以上を取得させることができるような工夫をしていく必要性が示さ
れる結果となった。
　また、この期間（約2年間）のIPテストにおける得点の変化を95名全員
の結果をもとに留学先別にまとめてみた。結果は次の表に示すとおりであっ
た。
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表5
留学先大学 HPUHSUBCTCCUvicOSU
人　　　数 13 23 12 19 18 10
2001年6月リスニングセク
．烹旦之Φ平均恵…一．．．．．．．…、…．．．．．．…．
2001年6月リーディングセ
クションの平均点
175．4
111．9
215．4
152．6
188．8
115．4
172．6
98．9
203．6
121．4
181．5
111．5
2001年6月の
合計得点の平均値 287．3 368304．2271．6 325 293
2003年1月リスニングセク
．セ旦之り平均息．．
2003年1月リーデ〒ヲ1ゲモ…’
クションの平均点
276．2
163．8
302．6
213．7
274．6
142．5
233．7
131．8
261．9
153．6
241
141
2003年1月の
合計得点の平均値 440516．3417．1365．5415．6 382
リスニングセクションでの
．上昇平均値…．
リーデ牙ンゲゼラージヨヲぞ…
の上昇平均値
100．8
51．9
87．2
61．1
85．8
27．1
61．1
32．9
58．3
32．2
59．5
29．5
合計得点での上昇平均値 152．7148．3112．9 93．9 90．6 89
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　このデータからわかることは、入学から留学後までの約2年間にもっと
も成績を伸ばした学生はHPUに留学したグループで、以下順にHSU、
uBc、Tcc、uvic、osuと続く結果となった。この結果を解釈する際に
ひとつ注意するべきことがある。（4．7．）で述べるが、HPUに留学した
13名の学生中7名が第3回試験の直前に約10時間にわたるTOEIC対策の
集中授業を受けていた点である。あえてこのことを考慮せず留学期間中の
みの4．2．で得られたデータと比較してみると、HSUとUBCとH：PUの3
プログラムに参加した学生の得点がその他3つのプログラム参加者の得点
と比較し高かった点が共通しており、仮に留学先プログラムの再選定が必
要になる場合は検討の資料として利用できそうである。
4．5．4回すべて受験した学生のデータからわかること
　第2回と第4回のIPテストは受験を希望する学生のみが参加する形をとっ
た結果、受験が必須である第1回と第3回テストとあわせすべて受験した
学生数は95名中3割強の29名にとどまった。IPテストが学生の休日に実施
されることと、半額は本学から補助されるとはいえ受験料を各自負担する
ことからもこれらの学生は英語コミュニケーション能力の獲得に意欲的な
学生たちであるといえよう。4回の結果を表にまとめてみると以下のとお
りである。
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表6
2001年
6月
2002年
6月
2003年
1月
2003年
6月
リスニングセクション
での得点の平均 215．7 25L2293．8 324．5
リーディングセクション
での得点の平均 138．8 162．9 186 196．5
合計得点の平均 354．5 414．1 479．8 521
2年間での伸び
留学前の教育効果 N／A 35．5 42．6 30．7 108．8
留学中の教育効果 N／A 24．1 23．1 10．5 57．7
留学後の教育効果（＊1） N／A 59．6 65．7 41．2 166．5
ここでデータを利用した29人のスコアはセクションごとに見ても合計得
点で見ても順調に右肩上がりの変化をしている。
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　留学前、留学期間、留学後（3年次前期半ばまで）の3期間で伸びを比
較した場合、留学期間の学習効果が一番大きくテストの得点に影響し、つ
いで留学前の学習、留学後の学習と続く結果となった。留学後の期間は本
学の授業が4月に再開されてから2ヶ月弱であったことを考えると上昇ポ
イントが低かったことは納得できる。しかし、留学前の学習期間が3セメ
スターで、留学期間は1セメスターであることを考えると留学前の英語カ
リキュラムの目標が基礎力拡充であるとはいえもう少しTOEICテストの
得点に反映される指導を工夫する必要があるかもしれない。
　とはいえ、3年次の前期において平均得点が521点というのは入学後の
354。5点から166．5点上昇したわけであり、また受験回数を経るたびに得点
が上昇した結果、この29人の学生には更なる学習に対する動機付けという
点でプラスの波及効果をもたらしていることが期待できる。
　リスニングとリーディングの比率においては第1回から第3回までがす
べて61：39であり第4回テストが62：38という結果であった。このことが
示唆していることとしては、本学の英語カリキュラムで学習した学生はど
ちらかのセクションにおいてのみ能力が向上するということはなく両セク
ションにおいて入学時点での比率を維持した伸長パターンを踏むことがわ
かった。逆説的にいえば本学のカリキュラムではBC学科生の得点パター
ンを公開テスト受験者の平均像である55：45の比率に近づけることは難し
いということになりリーディングセクションでの得点を上げさせるための
指導やカリキュラム改定が必要であることがわかった。
4．6．第1回テストと第3回テストの結果に見る4回受験者と2回受験
　　　者の相違
　先ほどから何度か記してきたように、任意の試験を含め4回すべてのIP
テストを受験した学生は「意欲」の面では必須の2回のみのテストしか受け
ていないものと差がありそうだが、スコアの点で何らかの差は見られるの
か調べてみた。両グループのスコアを表7にまとめてみた。
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表7　第1回テストと第3回テストの結果に見る4回受験者と2回受験者の相違
第1回テスト 第3回テスト 上昇した点
2回受験者のリスニング
セクション 177．6 249．7 72．1
2回受験者のリーディング
セクション 107．3 145 37．7
2回受験者の合計 284．3 394．7 109．8
4回受験者のリスニング
セクション 215．7 293．8 78．1
4回受験者のリーディング
セクション 138．8 186 47．2
4回受験者の合計 354．5 479．8 125．3
表7で示したとおりセクション毎の得点、合計得点、上昇点数のすべて
において4回受験者の平均値が2回受験者の平均値を上回った。このこと
は予想したとおりであったがその差があまり大きくなかったことはやや意
外であった。リスニングとリーディングの比率においても4回受験者が61：
39であったのに対し2回受験者も62：38で目立った差は見られないという
結果になった。
4．7．直前指導効果検証
BC学科1期生のHPUでの留学開始がビザ申請の手続き遅延のため
2週間ずれ込んだ結果本来12週間の授業を受けるはずが10週間になってし
まったため、留学終了後に現地への再渡航コースと国内補習コースを設置
した。後者のコースには本学英語科教員の指導する約10時問のTOEIC対
策集中講座が含まれた。TOEIC運営委員会が発行している公式問題集を
テキストとして利用し授業がおこなわれた。この講座に参加した学生は
HPUに留学した13名中の7名であった。
　第1回のIPテストと第3回のテストの合計得点を比較した場合、95名の
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得点の伸びは平均で116．4点であった。一方この講座を受講した7名の得
点は平均で195．7点の伸びが見られた。その差は79．3点であり直前指導の有
効性が示される結果となった。7月20号のAERA臨時増刊号によれば
NTTコミュニケーションズもTOEIC対策として試験前日に5時間の指導
をおこなっているようである（p．58）。もちろん、英語コミュニケーショ
ン能力を反映しない単なるスコアアップを目指すべきではないが、努力し
てよい点を取ったことが更なる学習へとつながるのであれば教員としてそ
の支援をすることに反対する必要はないと思う。
5．まとめ
　BC学科一期生たちが受験を課せられている最終回のTOEIC　IPテストま
での残り期間が約半年になったいま、これまでの指導方法や指導内容を振
り返り入学時に設定したそれぞれの学生のTOEICにおける目標得点の取
得にどのように支援ができるかを模索してこの調査をするにいたった。
　その結果わかったことは、BC学科の英語カリキュラムは留学先での教
育を含み英語コミュニケーション能力の向上にプラスになっていることで
ある。これは、その能力の測定試験であるTOEICでのスコアの変化を見
ることではっきりしてきた。しかし、リーディングセクションでの得点の
伸び悩みが明らかになったり、留学後の得点の伸びが急激に悪くなるなど
いくっかの問題点が発見された。こうした問題に気づかずに指導を継続し
ていくことは学生・教員双方にとって大きなマイナスになるわけで、それ
を防ぐ契機となるひとつの資料になればよいと思う。
　留学を核とした英語カリキュラムであるが上の宿命かもしれないが、留
学を終えた学生たちをもっと英語学習に駆り立てる環境を作っていかない
と2年次後期から3年次前期のあたりをピークとしてTOEICのスコアだ
けでなく英語でのコミュニケーションスキルも低下していくことが懸念さ
れる。
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緊急の課題としては、2003年9月に始まる秋学期の4ヶ月間でこの調査
の被験者となった一期生のTOEICの得点をそれぞれの目標値にどのよう
にして到達させるかである。本調査では、わずか7名に対してではあった
が直前指導がTOEICのスコアに与えるプラスの影響も確認できたためそ
うした指導を含んだr短期カリキュラム」を立案し、学生たちに更なる動
機付けをおこないつつ英語コミュニケーション能力の更なる向上を手伝っ
ていこうと思う。
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